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ベトナム農業・農村の
工業化・近代化特集にあたって

坂田正三 / 辻　一成

●
工
業
化
・
近
代
化
政
策
の
始
ま
り

　

ド
イ
モ
イ
直
後
の
ベ
ト
ナ
ム
の
喫
緊
の

課
題
は
、
食
糧
の
安
定
確
保
で
あ
っ
た
。
一

九
八
〇
年
代
に
食
糧
不
足
に
あ
え
い
だ
ベ

ト
ナ
ム
は
、
一
九
八
八
年
、
党
政
治
局
決

議
一
〇
号
の
公
布
に
よ
る
農
業
生
産
・
流

通
の
市
場
経
済
化
の
結
果
、
農
業
生
産
性

を
短
期
間
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
。
一
九

八
九
年
に
は
コ
メ
の
輸
出
も
開
始
さ
れ
た
。

　

当
面
の
食
糧
危
機
を
克
服
し
た
一
九
九

三
年
、
共
産
党
は
、
党
第
七
期
中
央
委
員

会
第
五
回
総
会
（
五
中
総
）
で
、
農
村
の

経
済
・
社
会
発
展
の
刷
新
と
い
う
新
た
な

方
向
性
を
示
し
た
。
こ
の
五
中
総
決
議
が

実
質
的
な
農
業
・
農
村
の
工
業
化
・
近
代

化
政
策
の
端
緒
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一

九
九
六
年
の
第
八
回
党
大
会
に
お
い
て
、

「
農
業
・
農
村
の
工
業
化
・
近
代
化
」
と

い
う
文
言
が
国
家
の
方
針
と
し
て
初
め
て

正
式
に
登
場
す
る
。

　

こ
の
五
中
総
決
議
や
第
八
回
党
大
会
決

議
で
強
調
さ
れ
た
の
は
、
コ
メ
以
外
の
換

金
作
物
の
栽
培
、
畜
産
や
林
業
・
水
産
業
、

そ
し
て
工
業
・
小
手
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

の
分
野
の
経
済
活
動
の
発
展
で
あ
る
。
農

業
・
農
村
の
工
業
化
・
近
代
化
に
よ
り
、

農
村
の
余
剰
労
働
力
を
吸
収
し
、
農
村
部

の
経
済
活
動
の
効
率
を
高
め
、
農
産
品
の

付
加
価
値
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
所
得
向

上
と
貧
困
削
減
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
八
回
党
大
会
決
議
で
は
、
二
〇
〇
〇

年
ま
で
に
工
芸
作
物
の
生
産
額
を
耕
作
作

物
全
体
の
四
五
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ

と
、
畜
産
の
生
産
額
を
全
農
業
生
産
額
の

三
五
％
に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど
の

野
心
的
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。し
か
し
、

結
果
と
し
て
は
、
工
業
化
・
近
代
化
の
根

幹
を
な
す
こ
れ
ら
の
目
標
の
達
成
は
、
実

現
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
食
糧（
穀
物
）生
産
の
増

加
は
、
当
局
の
予
想
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で

あ
っ
た
。
年
間
三
〇
〇
〇
万
ト
ン
と
い
う

増
産
目
標
は
、
一
九
九
八
年
時
点
で
す
で

に
達
成
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
の
食
糧
生
産

量
は
三
五
〇
〇
万
ト
ン
に
上
っ
て
い
る
。

コ
メ
輸
出
も
増
加
を
続
け
、
一
九
九
七
年

に
は
ベ
ト
ナ
ム
は
世
界
第
二
位
の
コ
メ
輸

出
国
と
な
っ
た
。

●
脱
コ
メ
依
存
へ

　

ベ
ト
ナ
ム
の
農
業
と
農
村
経
済
は
、
二

〇
〇
〇
年
の
一
連
の
政
策
の
公
布
に
よ
り
、

ひ
と
つ
の
転
機
を
迎
え
る
。そ
の
中
の
も
っ

と
も
重
要
な
政
策
は
六
月
に
公
布
さ
れ
た

政
府
決
議
九
号
で
あ
る
。
同
決
議
は
、
二

〇
一
〇
年
ま
で
の
コ
メ
の
生
産
目
標
を
三

三
〇
〇
万
ト
ン
、
う
ち
国
内
消
費
分
を
二

五
〇
〇
万
ト
ン
確
保
す
る
と
い
う
目
標
を

掲
げ
た
。
し
か
し
、
同
決
議
公
布
前
年
の

一
九
九
九
年
に
は
既
に
コ
メ
の
生
産
量
は

三
一
四
〇
万
ト
ン
あ
り
、
う
ち
二
七
〇
〇

万
ト
ン
が
国
内
で
消
費
さ
れ
て
い
た
。

　

つ
ま
り
、
同
決
議
を
通
し
て
政
府
は
、

実
質
的
に
コ
メ
の
増
産
奨
励
を
行
わ
な
い

と
い
う
意
思
表
示
を
し
た
の
で
あ
る
。
同

決
議
で
は
、
コ
メ
生
産
を
条
件
の
良
い
地

域
に
集
中
さ
せ
る
と
と
も
に
、
農
産
品
の

高
付
加
価
値
産
品
の
栽
培
、
生
産
性
向
上

と
流
通
の
効
率
化
、
輸
出
市
場
の
開
拓
が

奨
励
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
に
は
、「
チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
」

（trang trai

）
と
呼
ば
れ
る
大
型
個
人
農

園
を
公
式
に
認
め
る
政
府
決
議
三
号
が
公

布
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
特
に
果
樹
な

ど
の
換
金
作
物
や
水
産
業
の
分
野
で
、
土

地
法
に
よ
る
個
人
所
有
面
積
を
超
え
る
大

型
農
園
の
効
率
性
を
追
求
し
た
経
営
が
容

認
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
を
契
機
と
し
て
、
ベ
ト

ナ
ム
農
業
は
大
き
く
商
業
化
・
商
品
化
に

向
か
い
、
農
民
の
所
得
も
向
上
し
た
。
特

に
輸
出
向
け
作
物
の
生
産
増
は
著
し
く
、

二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
七
年
の
生
産
量
を

比
較
す
る
と
、
コ
ー
ヒ
ー
は
一
五
％
増
程

度
で
あ
る
が
、
茶
、
天
然
ゴ
ム
、
コ
シ
ョ

　

ベ
ト
ナ
ム
農
業
の
発
展
は
、
党
・
政
府
が
打
ち
出
し
た
「
農
業
・
農
村
の
工
業
化
・
近

代
化
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で
達
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
政
策
の
中
身
は
時
を

経
て
徐
々
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
、
農
業
・
農
村
の
工
業
化
・
近
代
化
の
政
策

と
実
態
の
変
化
を
、
一
九
九
〇
年
代
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
、
そ
し
て
二
〇
〇

八
年
以
降
と
い
う
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
現
段
階

に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
農
業
・
農
村
研
究
の
課
題
と
意
味
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
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ウ
が
二
倍
以
上
、カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
は
四
・

五
倍
以
上
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、

コ
メ
の
生
産
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇

〇
四
年
ま
で
の
間
に
一
〇
％
ほ
ど
増
加
し

た
後
、
二
〇
〇
四
年
以
降
明
ら
か
に
伸
び

は
鈍
化
し
、
二
〇
〇
七
年
ま
で
は
年
間
三

六
〇
〇
万
ト
ン
前
後
で
推
移
し
て
い
た
。

●
食
糧
安
全
保
障
と
稲
作
地
確
保
へ

　

し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
に
起
き
た
世
界

的
な
米
価
高
騰
が
イ
ン
フ
レ
だ
け
で
な
く

社
会
不
安
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
事
態

（
六
月
に
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
「
コ
メ
騒
動
」

が
起
き
て
い
る
）
は
、
農
業
大
国
で
あ
り

な
が
ら
農
産
品
の
国
内
需
要
拡
大
へ
の
対

応
が
不
十
分
と
い
う
、
ベ
ト
ナ
ム
の
抱
え

る
構
造
的
な
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

こ
の
事
態
を
受
け
、
八
月
に
行
わ
れ
た
党

第
一
〇
期
中
央
委
員
会
第
七
回
総
会
で

は
、「
農
業
・
農
民
・
農
村
に
関
す
る
決
議
」

が
議
決
さ
れ
る
。
同
決
議
で
は
「
国
家
の

工
業
化
・
近
代
化
と
一
体
と
な
っ
た
農
業
・

農
村
の
工
業
化
・
近
代
化
」
が
謳
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
実
態
は
、
そ
れ
ま
で
の
高

付
加
価
値
産
品
・
輸
出
産
品
重
視
か
ら
、

食
糧
安
全
保
障
重
視
へ
の
大
幅
な
方
向
転

換
で
あ
る
。

　

同
決
議
に
示
さ
れ
た
「
二
〇
二
〇
年
ま

で
の
目
標
」
と
し
て
、年
間
三
・
五
〜
四
％

の
成
長
率
、
農
地
の
効
率
的
利
用
、
国
家

安
全
保
障
の
た
め
の
稲
作
地
の
維
持
、

サ
ー
ビ
ス
業
・
小
手
工
業
の
発
展
、
雇
用

の
確
保
、
農
村
住
民
の
収
入
増（
二
・
五
倍

に
す
る
）、イ
ン
フ
ラ
整
備
、貧
困
削
減
事
業

の
実
現
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
決
議
全

般
を
通
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
の
政
府
決
議

九
号
で
示
さ
れ
て
い
た
、
各
産
品
の
生
産

拡
大
や
輸
出
増
と
い
う
記
述
は
な
く
な
っ

て
い
る
。三
・
五
〜
四
％
と
い
う
成
長
率
目

標
も
す
で
に
実
現
し
て
い
る
値
で
あ
っ
た
。

右
肩
上
が
り
の
高
成
長
路
線
か
ら
転
換

し
、
国
内
の
食
糧
を
安
定
的
に
確
保
す
る

こ
と
と
農
民
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
同
時
に
目
指
し
、
そ
の
た
め
に
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
雇
用
の
創
出
が
必
要
と
考

え
て
い
る
、
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
〇
〇
八
年
以
降
、
ベ
ト
ナ
ム
指
導
層

が
最
も
重
視
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

が
、
稲
作
地
の
確
保
で
あ
る
。
高
度
経
済

成
長
の
中
で
、
農
地
の
工
業
用
地
へ
の
転

用
や
リ
ゾ
ー
ト
開
発
、
ゴ
ル
フ
場
建
設
な

ど
が
相
次
い
だ
こ
と
が
こ
の
背
景
に
あ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
に
農
業
農
村
開
発
省
が
策

定
し
た
「
国
家
食
糧
安
全
保
障
計
画
」
は
、

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
人
口
が
一
億
人
を
超

え
る
と
い
う
見
通
し
の
下
、
年
間
三
九
〇

〇
万
〜
四
〇
〇
〇
万
ト
ン
の
コ
メ
生
産
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い

る
。
二
〇
〇
〇
年
に
四
四
七
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
あ
っ
た
稲
作
用
地
が
二
〇
〇
八
年
に
は

四
一
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
減
少
し
て
い

る
と
い
う
危
機
感
か
ら
、現
状
の
工
業
化
・

サ
ー
ビ
ス
産
業
化
の
進
展
の
中
で
も
、
二

〇
二
〇
年
ま
で
の
農
地
転
用
を
六
〇
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
抑
え
、
三
五
〇
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
稲
作
用
地
を
維
持
し
せ
ね
ば
な
ら
な

い
と
し
て
い
る
。

● 

ベ
ト
ナ
ム
農
業
・
農
村
発
展
を
研

究
す
る
意
味

　

二
〇
〇
八
年
に
政
策
の
重
点
が
食
糧
の

安
定
確
保
に
回
帰
し
た
と
は
い
え
、
党
・

政
府
が
「
農
業
・
農
村
の
工
業
化
・
近
代

化
」の
看
板
を
下
ろ
す
と
は
考
え
に
く
い
。

今
後
は
、
近
代
化
を
目
指
す
一
環
と
し
て

格
差
の
拡
大
や
環
境
汚
染
と
い
っ
た
新
た

な
農
村
の
問
題
に
も
取
り
組
む
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の

農
業
と
農
村
発
展
が
新
し
い
段
階
を
迎

え
、
今
後
こ
の
分
野
の
研
究
領
域
が
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
広
が
り
と
深
ま
り
、
さ
ら

に
は
複
雑
さ
を
増
す
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
日
本
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム

農
業
・
農
村
発
展
に
関
す
る
主
た
る
研
究

課
題
は
、
農
産
品
輸
出
の
実
態
や
、
貿
易

自
由
化
の
影
響
と
い
っ
た
分
野
に
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
日
本
と
直
接
の
か
か
わ
り

を
持
つ
領
域
で
あ
り
、
日
本
の
農
業
や
農

村
の
問
題
に
投
影
さ
せ
て
考
え
ら
れ
る
課

題
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
後
は

よ
り
視
野
を
広
げ
て
ベ
ト
ナ
ム
こ
の
新
た

な
段
階
を
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
た
め
に
ま
ず
、
現
時
点
で
の
農
業

と
農
村
に
関
す
る
動
向
を
実
態
に
即
し
て

把
握
し
、
そ
の
構
造
的
分
析
の
た
め
の
基

本
的
な
枠
組
み
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
国
際
化
と
工
業
化
・
近
代
化

期
の
農
業
・
農
村
政
策
の
動
静
把
握
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
別
品
目
別
の
農
業
生
産
力

構
造
の
変
化
と
農
業
生
産
の
新
し
い
主
体

の
形
成
、
国
内
農
産
物
市
場
流
通
組
織
の

変
容
と
流
通
主
体
の
行
動
様
式
の
変
化
、

近
代
化
の
進
展
に
伴
う
格
差
拡
大
下
で
の

地
域
間
労
働
力
移
動
、
主
要
農
業
地
域
の

み
な
ら
ず
、
少
数
民
族
の
生
産
・
生
活
様

式
を
も
視
野
に
入
れ
た
農
村
生
活
環
境
の

変
化
と
対
策
な
ど
の
実
態
解
明
が
、
特
に

中
心
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
上
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
発
展
戦
略
全

体
に
お
け
る「
農
業
・
農
村
の
工
業
化
・
近

代
化
」
の
意
義
と
問
題
点
を
改
め
て
検
討

す
る
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。

（
本
稿
の
デ
ー
タ
は
ベ
ト
ナ
ム
統
計
年
間

各
年
版
﹇
参
考
文
献
①
﹈
お
よ
び
二
〇
〇

六
年
農
業
セ
ン
サ
ス
結
果﹇
参
考
文
献
②
﹈

を
参
照
し
た
。）

（
さ
か
た　

し
ょ
う
ぞ
う
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
・
つ
じ　

か
ず
な

り
／
佐
賀
大
学
農
学
部
）
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